
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１  研修期間とテーマ 

   研修期間：令和 6 年 10 月 15 日(火)～12 月６日（金） 

   テ ー マ：週ごとに専門的なテーマを設けて横浜市の実践事例を学び、 

バリクパパン市の中期計画の策定に生かします。 

 

 テーマ 

１週目 日本の都市計画概論 

２週目 アジア・スマートシティ会議でのネットワーキング 

３週目 横浜市の総合都市計画・横浜市の都市デザイン 

４週目 横浜市の市街地開発事業 

５週目 みなとみらい 21 地区における開発ガイドライン 

６週目 みなとみらい 21 地区土地区画整理事業 

７週目 CASBEE 横浜 

８週目 最終プレゼンテーション 

 

 

 

 

 

 

横浜市は、インドネシア国バリクパパン市から職員を研修生として受け入れる新たなプロジェ

クトをスタートし、第 13 回アジア・スマートシティ会議（令和６年 10 月 23 日、24 日開催）のな

かで発表しました。 

バリクパパン市（人口約 70 万人）は、インドネシア国東カリマンタン州に位置し、新首都ヌサン

タラに隣接しています。首都移転に伴い人口急増が見込まれており、環境に配慮した持続可能な

都市発展を実現するため、新たな都市計画の策定を進めています。 

バリクパパン市及びインドネシア政府から横浜の都市づくりの経験について関心が寄せられ、

本研修事業がスタートすることになりました。同市及び同政府職員の計 4 名が横浜に 2 か月間

滞在し、横浜市職員や外務有識者による講義、現場視察、市内企業との技術交流等を行い、横浜

の都市づくりの経験を学びます。 

本市は、「横浜の資源・技術を活用した公民連携による国際技術協力（Y-PORT）」の一環とし

て今回の研修事業を行い、バリクパパン市の都市計画策定を支援することにより持続可能な都

市づくりの実現に貢献するとともに、市内企業のビジネス展開につなげます。 

令 和 ６ 年 1 0 月 2 5 日 

国 際 局 グ ロ ー バ ル ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

インドネシア国バリクパパン市職員の横浜研修プロジェクトを開始しました！ 

～２か月間の横浜滞在を通じ、横浜の持続可能な都市づくりの知見を共有します～ 

裏面あり 



 

 

２  研修生 

インドネシア国 国家開発企画庁（BAPPENAS）職員１名 

   インドネシア国 バリクパパン市職員３名 

 

3  研修場所 

  Y-PORT センター公民連携オフィス 

  横浜国際協力センター6 階 

（横浜市西区みなとみらい一丁目１番１号） 

 

 

 

 

 

４  取材申込 

12 月 5 日（木）13:30-16:30 の研修生による最終プレゼンテーションへのご取材を受け付

けます。取材をご希望の方は、11 月 28 日（木）17 時までに、別添の取材申込書をメール又

は FAX にて国際局グローバルネットワーク推進課あてにお送りください。 

 

【背景】 

インドネシア国では、ジャカルタからヌサンタラへの首都移転の計画が進んでいます。バ

リクパパン市は、首都に隣接する港湾都市として、また、MICE や商業・業務機能の拠点と

しての急成長が期待されており、持続可能な都市発展のための計画策定を進めています。

インドネシア政府は、バリクパパン市を含む新首都広域都市圏の開発を重視しており、独立

行政法人国際協力機構（JICA）も新首都の施工品質や広域都市圏開発に対する助言を進

めています。 

横浜市には、令和４年 12 月にインドネシア国家開発企画庁長官が訪れ、みなとみらい

21 地区の開発など都市づくりの経験に高い関心が示されました。また昨年度のアジア・ス

マートシティ会議には、同庁幹部及びバリクパパン市長が参加し、横浜市長との会談を行う

とともに、横浜での研修受入希望が示されました。その後、JICAを交えた実務者協議など

を経て、今回のプロジェクトがスタートすることになりました。 

インドネシア国バリクパパン市の位置 

第 12 回アジア・スマートシティ会議に参加したインド

ネシア国の首長ら（右から、バリクパパン市長、国家

開発企画庁幹部、横浜市長、サマリンダ市副市長） 
 

 

 

 

 

 

 

1 週目の講義を受けるバリクパパン市の職員等 

次項あり 



 

 

 

【参考１】横浜の資源・技術を活用した公民連携による国際技術協力（Y-PORT） 

新興国等の都市を対象に、横浜市の都市づくりの経験と企業の技術・ノウハウを活用して、

都市課題の解決支援と企業の海外展開支援を行います。 

 

【参考２】アジア・スマートシティ会議 

アジア・スマートシティ会議（Asia Smart City Conference）は、アジアの都市、政府機

関、国際機関、学術機関及び民間企業等の代表者が一堂に会する国際会議であり、アジアにお

ける持続的な都市づくりに関する知見や実践事例を共有する、横浜市主催の国際会議です。

13 回目となった今年のアジア・スマートシティ会議は、「アジアの都市とともにグリーンな未来

へ」をテーマに、10 月 23、24 日にパシフィコ横浜ノースで開催しました。 

 

 

お問合せ先 

国際局グローバルネットワーク推進課国際技術協力担当課長 

  中村 恭揚 Tel 045-671-4396 



別紙 
 

 
 
 
 
横浜市国際局グローバルネットワーク推進課 行 

メール：ki-global@city.yokohama.jp 

FAX：045-664-7145 

 

12 月 5 日（木）13:30-16:30 の研修生による最終プレゼンテーションへのご取材を受け付

けます。 

 

取材申し込み期限： 11 月 28 日（木）17 時までにお願いいたします。 

 

項目 内容 

貴社名（部署名）  

御担当者  

当日の取材人数 人 

取材内容 
ムービーカメラ             台 

スチールカメラ             台 

御連絡先 
電話     （       ） 

メールアドレス 

備考  

 

※インドネシア国政府との協議により、日時が変更する場合があります。 

「インドネシア国バリクパパン市職員の横浜研修プロジェクト」 

取材申込書  


